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第
47
回
教
育
美
術
・
佐
武
賞
　
佳
作
賞

中
学
校
美
術
科
の

教
科
内
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
研
究

〈
概
要
〉

　

本
研
究
は
、
１
９
８
０
年
頃
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
た
教
育

改
革
を
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
捉
え
、
学
校
教
育
に
お

け
る
造
形
美
術
教
科
の
立
場
か
ら
そ
の
課
題
を
検
討
し
、
そ

れ
を
踏
ま
え
て
行
っ
た
勤
務
中
学
校
で
の
実
践
を
検
討
す
る

も
の
で
あ
る
。
人
間
中
心
的
教
育
へ
の
転
換
と
と
も
に
模
索

さ
れ
て
き
た
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
児
童
生
徒
の
主
体
性

の
問
題
を
基
点
と
し
、
教
科
に
お
い
て
も
生
活
世
界
と
の
密

接
な
関
連
性
に
根
ざ
し
た
総
合
的
な
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開

発
へ
課
題
が
焦
点
化
さ
れ
て
き
た
。
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

教
科
教
育
学
研
究
の
立
場
か
ら
教
科
内
統
合
と
超
教
科
統
合

の
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
区
分
で
き
る
。
そ
こ
で
、
超
教
科

統
合
ア
プ
ロ
ー
チ
の
限
界
を
指
摘
し
、
教
科
内
統
合
ア
プ

ロ
ー
チ
の
意
義
を
論
じ
た
。

　

教
科
内
統
合
に
つ
い
て
は
、
教
科
固
有
の
共
通
性
原
理
と

し
て
色
や
形
な
ど
の
形
式
的
側
面
と
感
情
や
イ
メ
ー
ジ
と

い
っ
た
内
容
的
側
面
の
相
補
的
関
係
を
挙
げ
た
。
そ
れ
に
基

礎
基
本
と
し
て
の
役
割
を
付
与
し
て〔
造
形
美
術
の
通
底
性
〕

と
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
主
軸
に
据
え
る
こ
と
で
多
様
な
題

材
を
超
え
た
学
び
の
つ
な
が
り
を
保
障
で
き
る
と
し
た
。
他

の
教
科
で
は
代
替
不
可
能
な
、
視
覚
と
触
覚
を
介
し
て
得
ら

れ
る
色
や
形
な
ど
に
よ
る
芸
術
体
験
の
質
的
固
有
性
は
、
教

科
の
成
立
基
盤
の
要
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
も
と
に
、
造
形
美
術
の
色
や
形
な
ど
と
感
情
や

イ
メ
ー
ジ
の
統
合
を
は
か
り
う
る
方
法
と
し
て
整
備
し
た
比

較
に
よ
る
鑑
賞
教
育
方
法
論
を
挙
げ
、
学
習
パ
ラ
ダ
イ
ム
を

相
対
化
し
つ
つ
〈
発
見
―
構
成
〉
学
習
と
位
置
づ
け
、
そ
の

特
質
を
論
じ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
比
較
鑑
賞
を
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
題
材
の
集
束
的
局
面
に
位
置
づ
け
た
、
勤
務
校
に
お
け

る
平
成
20
年
度
入
学
生
を
対
象
に
編
成
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
そ
の
実
践
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
示
し
、
量
的
な
検
証
を

行
っ
た
。
結
果
、
比
較
分
析
に
よ
っ
て
、
造
形
美
術
に
対
す

る
「
価
値
」
へ
の
意
識
の
向
上
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
そ
の

意
識
内
容
を
検
討
し
た
分
析
に
よ
っ
て
、
教
科
内
統
合
を
反

映
し
た
色
や
形
と
い
っ
た
造
形
美
術
を
通
底
す
る
学
習
が
、

未
来
志
向
性
や
社
会
性
、
造
形
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

岡
山
県
倉
敷
市
立
船
穂
中
学
校
　
講
師
　
　
　
藤
原 

智
也
（
ふ
じ
わ
ら 

と
も
や
）

※
前
任
校
　
岡
山
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
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１
研
究
の
経
緯
と
目
的

２
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
造
形
美
術
教
育
を
取
り
巻
く
検
討

　

 

２
‐
１
我
が
国
の
教
育
改
革
に
お
け
る
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
諸
相

　

 

２
‐
２
教
育
政
策
改
革
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
超
教
科
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
問
題

３
中
学
校
美
術
科
の
教
科
内
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
論
理
の
模
索

　

 

３
‐
１
教
科
内
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
と
本
研
究
の
方
針

　

 

３
‐
２
中
学
校
美
術
科
固
有
の
共
通
性
原
理
の
措
定
と
そ
の
機
能
―
造
形
美
術
の
通
底
性
―

　

 

３
‐
３
学
習
論
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
相
対
化
と
〈
発
見
―
構
成
〉
学
習

４
教
科
内
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
勤
務
校
で
の
実
践
と
そ
の
検
証

　

 

４
‐
１
中
学
校
３
年
間
の
美
術
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
方
針
と
概
要

　

 

４
‐
２
中
学
校
３
ヶ
年
の
教
科
内
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
証

　

 

４
‐
２
‐
１ 

検
証
１ 

中
学
校
美
術
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
前
後
の
比
較
検
討

　

 

４
‐
２
‐
２ 

検
証
２ 

中
学
校
美
術
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
経
た
生
徒
の
造
形
美
術
へ
の
意
識
の
検
討

　

 

４
‐
３
教
科
内
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
践
検
証
の
総
括

５
研
究
の
総
括
と
今
後
の
課
題

目　

次
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１
研
究
の
経
緯
と
目
的

　

本
研
究
は
、
１
９
８
０
年
を
前
後
し
て
推
進
さ
れ

て
き
た
学
校
教
育
課
程
改
革
の
特
徴
を
統
合
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
捉
え
、
そ
の
課
題
検
討
を
も
と
に

行
っ
た
勤
務
中
学
校
で
の
実
践
に
つ
い
て
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
観
点
か
ら
検
証
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
人
間

中
心
的
教
育
を
基
調
と
し
た
改
革
は
、「
ゆ
と
り
教

育
」
が
反
映
さ
れ
た
昭
和
52
年
の
改
訂
か
ら
、「
新

学
力
観
」（
平
成
元
年
）、「
生
き
る
力
」（
平
成
10
年
）、

「
確
か
な
学
力
」（
平
成
15
年
）
へ
と
時
代
的
対
応
を

試
み
つ
つ
も
、
先
の
改
訂
で
一
定
の
方
向
転
換
を
見

せ
た
。
無
論
、
昭
和
44
年
に
強
調
さ
れ
た
学
問
中
心

的
教
育
へ
の
単
な
る
揺
り
戻
し
と
は
質
的
に
異
な
る

と
捉
え
る
べ
き
だ
が
、
人
間
中
心
的
な
教
育
改
革
の

見
直
し
が
な
さ
れ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
だ
が
周
知

の
よ
う
に
、
中
学
校
で
必
修
の
時
間
数
が
増
加
し
な

か
っ
た
美
術
科
、
音
楽
科
、
技
術
・
家
庭
科
は
、
選

択
教
科
の
実
質
的
廃
止
に
よ
り
、
昭
和
52
年
か
ら
変

わ
ら
ず
相
対
的
縮
減
が
押
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
動
向
は
、
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
多
重

的
な
模
索
で
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
。
そ
の
多
重
性

は
学
校
教
育
課
程
全
体
で
見
る
と
複
雑
だ
が
、
教
科

教
育
学
研
究
の
立
場
か
ら
は
、
教
科
内
統
合
と
超
教

科
統
合
の
二
つ
の
側
面
に
区
分
で
き
る
。
そ
れ
は
教

科
内
容
の
縮
減
、
教
科
横
断
、
学
校
外
連
携
の
議
論

と
対
応
す
る
か
た
ち
で
顕
在
化
し
、
教
育
改
革
全
体

の
中
心
的
議
論
は
前
者
か
ら
後
者
へ
と
シ
フ
ト
し
て

き
た
。

　

図
工
・
美
術
科
は
そ
れ
ら
に
呼
応
し
、
音
楽
科
な

ど
と
の
教
科
連
携
や
総
合
学
習
と
密
な
関
連
を
図
っ

た
実
践
、
地
域
の
美
術
館
や
作
家
と
の
連
携
実
践
な

ど
、
教
科
横
断
と
学
校
外
連
携
に
よ
る
、
教
科
に
限

定
さ
れ
な
い
超
教
科
統
合
ア
プ
ロ
ー
チ
が
試
み
ら
れ

て
い
る
。
だ
が
筆
者
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
そ
の
無

批
判
的
な
推
進
は
芸
術
系
教
科
の
相
対
的
縮
小
に
拍

車
を
か
け
て
し
ま
う
危
険
性
す
ら
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
中
学
校
美
術
科
に
お
け
る
教

科
内
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
軸
と
し
た
実
践
の
理
論

構
築
と
、そ
れ
に
基
づ
く
実
践
の
検
証
を
行
い
た
い
。

統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
推
進
さ
れ
、
ま
ず
教
科
内
レ

ベ
ル
に
お
け
る
解
体
と
再
編
統
合
が
始
ま
っ
た
。
例

え
ば
、
小
中
学
校
の
国
語
科
で
は
既
存
の
４
領
域
が

解
体
さ
れ
、〔
言
語
事
項
〕
を
核
と
し
た
Ａ
表
現
と

Ｂ
理
解
の
２
領
域
に
再
編
統
合
さ
れ
た
。
図
工
・
美

術
科
も
大
学
の
専
攻
に
一
定
の
対
応
を
し
た
５
領
域

か
ら
、
表
現
と
鑑
賞
と
い
う
学
習
者
の
行
為
に
基
づ

い
た
２
領
域
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
中
学
校
で
は
、

平
成
10
年
に
は
表
現
領
域
内
の
下
位
項
目
に
つ
い

て
、
心
象
系
と
適
応
系
で
ま
と
め
て
示
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
平
成
20
年
に
は
教
科
の
核
と
な
る
〔
共
通

事
項
〕
が
２
領
域
及
び
各
下
位
項
目
に
関
わ
る
か
た

ち
で
設
置
さ
れ
る
な
ど
し
た
。
こ
れ
ら
は
教
科
の
核

と
な
る
事
項
レ
ベ
ル
、
領
域
レ
ベ
ル
、
下
位
項
目
レ

ベ
ル
な
ど
多
重
性
は
あ
る
も
の
の
、
既
存
教
科
の
枠

組
み
を
維
持
し
つ
つ
教
科
内
の
共
通
す
る
学
習
コ
ン

テ
ン
ツ
を
再
編
統
合
す
る
こ
と
が
主
で
あ
っ
た
点
か

ら
、
教
科
内
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
模
索
さ
れ
て
き

た
と
い
え
る
。

　

超
教
科
レ
ベ
ル
で
は
、
平
成
元
年
改
訂
で
小
学
校

社
会
科
と
理
科
を
生
活
科
に
統
合
し
、
指
導
で
は
こ

れ
を
核
と
し
つ
つ
言
語
や
造
形
な
ど
と
の
関
連
も
図

る
よ
う
明
記
さ
れ
た
。
次
に
平
成
10
年
改
訂
で
新
設

さ
れ
た
総
合
学
習
は
地
域
の
特
色
に
応
じ
た
課
題
が

位
置
づ
け
ら
れ
、
平
成
15
年
一
部
改
正
で
示
さ
れ
た

学
校
に
お
け
る
各
教
科
、
道
徳
及
び
特
別
活
動
等
と

の
関
連
、
学
校
外
の
社
会
的
施
設
、
団
体
と
の
連
携

な
ど
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
同
時
に
、
多
く
の
教
科

で
は
学
校
外
と
の
関
連
記
述
（
図
工
・
美
術
科
で
は

美
術
館
な
ど
の
利
用
）
が
追
加
、
補
記
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
は
、
他
教
科
の
レ
ベ
ル
、
学
校
活
動
全
般
の
レ

ベ
ル
、
学
校
外
の
レ
ベ
ル
の
よ
う
に
そ
の
範
囲
は
多

２
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

　

 

造
形
美
術
教
育
を

　

 

取
り
巻
く
検
討

２
‐
１ 

我
が
国
の
教
育
改
革
に
お
け
る

　
　
　

統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
諸
相
1)

　

学
校
段
階
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
様
々
な
レ

ベ
ル
で
の
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
の
分
化
―
統
合
の
関
係

性
は
、
藤
田
英
典
が
い
う
学
校
教
育
シ
ス
テ
ム
の
二

つ
の
組
織
原
理
、
初
等
教
育
の
特
徴
で
あ
る
「
共
通

性
原
理
」、高
等
教
育
の
特
徴
で
あ
る
「
分
化
原
理
」、

そ
し
て
そ
れ
ら
の
矛
盾
の
調
整
と
移
行
の
具
体
化
と

い
う
歴
史
的
・
制
度
的
な
課
題
を
特
徴
と
す
る
中
等

教
育
2)　

い
う
区
分
か
ら
理
解
さ
れ
よ
う
。
普
通
教

育
の
改
革
に
お
い
て
は
、
学
問
中
心
的
教
育
で
は
分

化
原
理
3)　

が
、
人
間
中
心
的
教
育
で
は
共
通
性
原

理
が
強
ま
り
、
後
者
は
そ
の
具
体
化
に
お
い
て
様
々

な
レ
ベ
ル
で
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
模
索
さ
れ
る
。

　

ゆ
と
り
教
育
下
で
人
間
中
心
的
教
育
が
反
映
さ
れ

た
昭
和
52
年
改
訂
以
降
は
、
共
通
性
原
理
を
も
と
に
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重
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
既
存
教
科
の
枠
組
み
の
解

体
を
含
む
共
通
す
る
外
的
な
要
因
の
統
合
に
よ
っ
て

教
育
―
学
習
場
面
を
再
編
成
し
て
い
る
点
で
、
超
教

科
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
模
索
さ
れ
て
き
た
と
い
え

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
教
科
内
統
合
は
昭
和
52
年
か
ら
各

教
科
単
位
で
、
超
教
科
統
合
は
平
成
元
年
か
ら
教
科

間
単
位
、
平
成
10
年
か
ら
学
校
を
超
え
た
単
位
で
教

育
施
策
と
し
て
模
索
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
教
科
内
統

合
と
超
教
科
統
合
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
上
記
の
よ

う
に
共
通
性
に
よ
る
統
合
の
対
象
の
レ
ベ
ル
よ
っ
て

対
比
的
な
区
分
は
で
き
る
も
の
の
、
そ
の
関
係
も
重

層
的
で
あ
る
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

２
‐
２ 

教
育
政
策
改
革
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
超
教
科
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

問
題

　

教
育
改
革
で
の
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
模
索
は
、

日
本
の
社
会
構
造
と
政
策
改
革
の
転
換
と
連
動
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
産
業
主
義
社
会
か
ら
ポ
ス
ト
産

業
主
義
社
会
へ
の
移
行
と
、
ケ
イ
ン
ズ
主
義
か
ら
新

自
由
主
義
と
新
保
守
主
義
を
両
輪
と
す
る
政
策
方
針

へ
の
転
向
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
価
値
の
多
様
化

が
進
み
、
政
治
・
経
済
・
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

知
識
・
情
報
重
視
の
社
会
構
造
が
競
争
原
理
、
市
場

主
義
を
基
盤
と
し
て
発
展
し
、
個
人
主
義
と
個
性
重

視
が
自
己
責
任
論
と
表
裏
一
体
の
も
の
と
し
て
浸
透

し
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
教
育
に
対
し
、
第
一
に
は
学

校
の
ス
リ
ム
化
を
要
求
し
、
効
率
化
、
複
線
化
、
多

様
化
、
個
性
化
、
国
際
化
を
促
し
て
き
た
。
同
時
に

生
涯
教
育
の
振
興
と
教
育
産
業
の
隆
盛
は
学
校
教
育

の
在
り
方
に
変
容
を
も
た
ら
し
、
結
果
と
し
て
教
育

の
自
由
化
、
換
言
す
る
と
教
育
主
体
の
多
元
化
と
競

争
と
い
う
状
況
が
作
ら
れ
て
き
た
。
新
自
由
主
義
と

新
保
守
主
義
を
両
輪
と
す
る
教
育
改
革
は
、
国
家
主

導
の
標
準
化
で
は
な
く
個
人
を
重
視
す
る
立
場
に
あ

る
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、
佐
藤
学
は
、
国
家
の
責

任
を
極
小
化
し
個
人
の
責
任
を
極
大
化
す
る
新
自
由

主
義
と
、
科
学
や
知
識
の
教
育
を
否
定
し
「
心
の
教

育
」
を
主
張
す
る
新
保
守
主
義
が
、
今
日
の
教
育
の

困
難
「
学
び
か
ら
逃
走
す
る
子
ど
も
た
ち
」
を
生
ん

で
い
る
と
指
摘
す
る
4)
。

　

こ
れ
ら
の
動
向
下
に
お
い
て
、
造
形
美
術
教
育
に

対
し
て
次
の
よ
う
に
皮
肉
な
指
摘
を
加
え
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
図
工
・
美
術
科
が
子

ど
も
の
生
活
世
界
に
対
応
さ
せ
る
論
理
を
拡
張
し
、

教
育
施
策
と
し
て
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
き
た
他
教

科
、
総
合
学
習
、
学
校
外
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
超

教
科
統
合
の
模
索
を
押
し
進
め
る
こ
と
は
、
学
校

教
育
の
ス
リ
ム
化
、
効
率
化
、
複
線
化
な
ど
の
新
自

由
主
義
の
論
理
に
よ
る
教
育
改
革
下
で
、
教
科
の
解

体
と
再
編
統
合
に
よ
る
相
対
的
縮
減
を
後
押
し
し
う

る
危
険
性
が
あ
る
。
超
教
科
統
合
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に

よ
っ
て
造
形
美
術
教
育
の
意
義
を
一
般
に
主
張
す
る

こ
と
に
、
一
定
の
意
味
は
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し

こ
れ
か
ら
先
、
数
十
年
の
教
育
改
革
に
お
け
る
教
科

縮
減
の
危
機
は
、
超
教
科
統
合
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は

食
い
止
め
る
こ
と
は
出
来
ず
、
現
代
の
政
策
改
革
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
下
で
は
む
し
ろ
、「
一
教
科
」
の
解

体
と
再
編
統
合
に
よ
る
新
設
教
科
や
総
合
学
習
な
ど

の
「
一
領
域
」
化
や
「
一
活
動
」
化
、
そ
の
役
割
の

社
会
教
育
へ
の
一
部
譲
渡
な
ど
5)　

と
い
う
、
学
校

内
外
の
二
重
の
圧
力
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
学
校
の

造
形
美
術
教
育
の
縮
減
に
拍
車
を
か
け
う
る
。
こ
れ

は
、
造
形
美
術
教
育
が
必
修
教
科
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
な
い
多
く
の
先
進
諸
外
国
の
中
等
教
育
課

程
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
想
定
の
範
囲
内
に
入
れ

て
お
く
べ
き
憂
慮
事
項
で
あ
る
。

　

加
え
て
、超
教
科
統
合
の
教
育
実
践
的
課
題
に
は
、

児
童
生
徒
、
教
員
、
学
校
組
織
、
地
域
な
ど
、
多
様

な
特
性
が
関
わ
っ
て
い
る
点
で
状
況
依
存
的
側
面
が

強
く
、
事
例
研
究
と
し
て
は
魅
力
的
で
も
、
教
員
間

で
共
有
可
能
な
教
育
方
法
論
を
構
築
す
る
に
は
一
定

の
困
難
が
あ
る
。「
連
携
の
目
的
化
」
な
ど
、
そ
の

普
及
に
あ
た
っ
て
生
じ
る
実
践
課
題
も
あ
る
。無
論
、

こ
れ
は
超
教
科
統
合
そ
れ
自
体
を
否
定
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
現
在
の
改
革
動
向
下
で
の
特
質
と
限
界

の
問
題
で
あ
る
。
筆
者
は
超
教
科
統
合
ア
プ
ロ
ー
チ

の
状
況
論
的
な
い
き
い
き
と
し
た
教
育
的
意
義
と
学

習
価
値
を
認
識
し
、そ
の
実
践
も
試
み
て
き
て
お
り
、

そ
の
長
期
的
な
研
究
課
題
は
教
科
内
統
合
と
超
教
科

統
合
の
精
緻
な
検
討
を
踏
ま
え
た
上
で
両
者
を
統
合

さ
せ
た
、「
多
重
的
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
研
究
」

に
あ
る
。

　

筆
者
は
、
造
形
美
術
教
育
が
固
有
に
貢
献
し
う
る

教
育
的
意
義
を
実
践
的
に
明
示
す
る
こ
と
が
、
義
務

教
育
課
程
の
全
学
年
に
お
い
て
造
形
美
術
教
育
が
必

修
科
目
と
し
て
存
続
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
事
項

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
可
能
に
す

る
の
は
、
教
科
レ
ベ
ル
で
は
分
化
原
理
、
教
科
内
レ

ベ
ル
で
は
共
通
性
原
理
を
基
盤
と
す
る
教
科
内
統
合

の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。本
研
究
の
目
的
は
、教
科
固

有
の
共
通
性
原
理
を
据
え
た
教
科
内
統
合
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
実
践
の
意
義
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

第47 回 教育美術・佐武賞
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３�

中
学
校
美
術
科
の

　
�

教
科
内
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　
�

の
論
理
の
模
索

３
‐
１
教
科
内
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

　
　
　

検
討
と
本
研
究
に
お
け
る
方
針

　

ミ
ニ
マ
ム
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
指
向
し
た
昭
和
52

年
以
降
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で
は
、
教
科
内
統

合
は
美
術
科
に
て
領
域
や
下
位
項
目
を
一
体
的
に
示

す
な
ど
の
か
た
ち
で
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
学
校
の

ス
リ
ム
化
に
よ
る
教
科
の
学
習
内
容
と
授
業
時
数
の

縮
減
と
い
う
外
的
圧
力
に
起
因
す
る
、
い
わ
ば
消
極

的
選
択
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
教
科

内
容
に
お
け
る
領
域
や
下
位
項
目
の
統
合
に
対
し
、

図
工
・
美
術
科
で
試
み
ら
れ
て
き
た
代
表
的
試
み
に
、

領
域
分
野
横
断
的
な
題
材
の
開
発
が
あ
る
。
分
化
と

統
合
を
両
極
と
し
た
超
教
科
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

古
典
的
類
型
（
図
１
）
を
、
教
科
内
統
合
の
レ
ベ
ル

で
当
て
は
め
る
と
、
こ
れ
ら
の
試
み
は
融
合
型
以
上

に
該
当
し
6)
、
そ
の
関
心
は
単
一
題
材
内
で
多
様
な

学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
を
有
機
的
、
総
合
的
に
扱
う
こ
と

へ
向
け
ら
れ
て
い
た
。
特
に
、
限
ら
れ
た
時
間
数
に

お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
横
断
的
題
材
の
開
発
を
す
る

こ
と
が
迫
ら
れ
て
い
た
面
も
あ
っ
た
。だ
が
筆
者
は
、

学
校
外
教
育
で
も
可
能
な
単
一
の
学
習
機
会
に
お
い

て
統
合
的
視
点
を
導
入
す
る
題
材
開
発
の
み
で
な

く
、
相
関
型
の
射
程
を
拡
大
し
３
ヶ
年
の
長
期
的
ス

パ
ン
で
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
を
経
時
的
に
統
合
し
て
い

く
こ
と
が
、
学
校
外
教
育
に
は
不
可
能
な
学
校
教
育

の
採
り
う
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
考
え
る
。
す
な

わ
ち
、
教
科
の
様
々
な
学
習
場
面
で
通
底
す
る
教
科

固
有
の
共
通
性
原
理
を
設
け
、
そ
れ
を
主
軸
と
し
て

３
‐
２ 

中
学
校
美
術
科
固
有
の
共
通
性

　
　
　

原
理
の
措
定
と
そ
の
機
能

　
　
　

―
造
形
美
術
の
通
底
性
―

　

教
科
を
通
底
す
る
固
有
の
共
通
性
原
理
に
つ
い
て

は
、
先
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
お
い
て
、
形
や
色

彩
な
ど
と
感
情
や
イ
メ
ー
ジ
、
す
な
わ
ち
造
形
美
術

の
形
式
的
側
面
と
内
容
的
側
面
が
相
補
的
に
組
み
込

ま
れ
た
〔
共
通
事
項
〕
と
し
て
示
さ
れ
た
。
そ
の
新

設
に
は
教
科
を
超
え
た
意
図
が
あ
っ
た
と
解
釈
す
べ

き
だ
が
、
中
学
校
美
術
科
の
範
囲
内
で
改
訂
の
前
後

を
比
較
と
す
る
と
、次
の
指
摘
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、

平
成
10
年
版
の
表
現
領
域
に
お
け
る
適
応
系
の
項
目

「
デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
な
ど
」
で
の
「
形
や
色
彩
、材
料
、

光
な
ど
が
も
た
ら
す
性
質
や
感
情
を
理
解
」
す
る
と

い
う
、
歴
史
的
に
は
昭
和
44
年
の
改
訂
以
降
、
デ
ザ

イ
ン
内
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
構
成
」
に
関
す
る
内

容
と
し
て
記
述
さ
れ
て
き
た
一
文
と
の
近
似
性
で
あ

る
。

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
、
学
校
教
育
の
文
脈
上
で
、

美
術
科
固
有
の
表
現
の
形
式
で
あ
る
色
や
形
な
ど
を

核
と
位
置
づ
け
た
教
科
内
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関

す
る
歴
史
的
検
討
を
行
い
、
特
に
構
成
（
教
育
）
の

在
り
方
に
着
目
し
考
察
を
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、

国
語
科
が
〔
言
語
事
項
〕
を
核
と
す
る
Ａ
表
現
と
Ｂ

諸
題
材
を
編
成
す
る
。
教
員
の
題
材
開
発
と
題
材
配

列
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
自
主
編
成
が
特
徴
で
あ

る
図
工
・
美
術
科
に
お
い
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
バ

ラ
ン
ス
だ
け
で
な
く
、
教
科
の
多
様
な
題
材
を
超
え

た
児
童
生
徒
の
連
続
的
、
継
続
的
な
学
び
の
繋
が
り

を
保
障
す
る
上
で
重
要
な
視
点
と
な
る
。

図１：統合カリキュラムの古典的類型

ここで抽象的に示した Contets は、教科レベルでは各教科を、
教科内レベルでは教科の領域、下位項目の学習のまとまりを指す。
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理
解
に
再
編
さ
れ
た
昭
和
52
年
改
訂
の
際
、
美
術
科

で
は
５
領
域
が
Ａ
表
現
と
Ｂ
鑑
賞
の
２
領
域
と
な
っ

た
が
、
そ
れ
ら
の
核
と
な
る
事
項
と
し
て
色
や
形
な

ど
を
内
容
と
す
る
〔
造
形
の
基
礎
〕
を
設
置
す
る
と

い
う
議
論
が
、
同
改
訂
に
主
査
と
し
て
加
わ
っ
た
構

成
教
育
研
究
者
の
真
鍋
一
男
を
中
心
に
行
わ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
分
析
し
た
7)
。
議
論
の
末
、
こ
の
〔
造

形
の
基
礎
〕
と
い
う
事
項
の
設
置
は
実
現
し
な
か
っ

た
が
、
そ
れ
に
は
昭
和
33
年
の
改
訂
時
に
お
け
る
心

象
系
の
「
印
象
や
構
想
な
ど
の
表
現
」
と
適
応
系
の

「
美
術
的
デ
ザ
イ
ン
」
に
つ
い
て
の
基
礎
的
役
割
が

付
与
さ
れ
、
後
に
構
成
学
習
と
し
て
広
ま
っ
た
独
立

領
域
「
色
や
形
な
ど
の
基
礎
練
習
」
8)　

の
復
活
論

と
し
て
の
側
面
が
あ
っ
た
。

　

美
術
科
の
全
学
習
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
色
や
形

な
ど
を
ま
と
め
て
示
し
た
と
い
う
点
で
、

「
色
や
形
な
ど
の
基
礎
練
習
」
と
〔
共
通

事
項
〕
は
類
似
し
て
い
る
と
言
え
る
。
し

か
し
、
そ
れ
を
位
置
づ
け
る
方
法
と
し
て
、

前
者
が
分
化
原
理
に
よ
っ
て
色
や
形
な
ど

を
一
領
域
と
し
て
独
立
学
習
化
し
（
構
成

学
習
）、
後
者
は
あ
く
ま
で
共
通
性
原
理

に
則
り
全
て
の
学
習
の
中
で
色
や
形
の
位

置
づ
け
を
明
確
化
し
て
い
る
こ
と
。
こ
れ

に
よ
り
、
重
複
を
避
け
る
傾
向
の
強
い
学

習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
前
者
で
は
学
習

者
の
感
情
や
イ
メ
ー
ジ
の
想
起
や
生
成
、

伝
達
と
い
っ
た
活
動
が
心
象
系
と
適
応
系

の
学
習
に
局
在
化
す
る
こ
と
で
、
内
容
的

側
面
を
捨
象
し
形
式
的
側
面
だ
け
を
分
化

し
た
か
た
ち
で
の
独
立
学
習
9)　

と
な
り
、

後
者
は
形
式
的
側
面
と
内
容
的
側
面
と
が

一
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
、
二
点
で
大
き
く

異
な
る
。
た
だ
そ
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
前
者
で
は

色
や
形
な
ど
の
学
習
を
要
素
的
に
示
す
と
同
時
に
基

礎
的
役
割
を
積
極
的
に
付
与
し
て
題
材
を
超
え
た
系

統
性
の
意
図
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
で
は
各
学

習
の
中
で
色
や
形
な
ど
と
感
情
イ
メ
ー
ジ
が
明
確
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
題
材
を
超
え
た
系

統
性
に
つ
い
て
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

筆
者
は
、
文
脈
や
状
況
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
色
や

形
な
ど
の
独
立
学
習
で
は
な
く
、〔
共
通
事
項
〕
で

示
さ
れ
た
よ
う
に
、
心
象
系
や
適
応
系
の
表
現
や
鑑

賞
活
動
の
文
脈
に
て
、
色
や
形
な
ど
の
形
式
的
側
面

を
感
情
や
イ
メ
ー
ジ
と
い
っ
た
内
容
的
側
面
と
と
も

に
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
明
確
に
扱
う
局
面
を
保
障

す
る
と
い
う
立
場
に
あ
る
。
し
か
し
、
３
ヶ
年
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
単
位
で
は
、
そ
の
学
習
成
果
に
つ
い
て

題
材
を
超
え
て
活
用
、
整
理
、
発
展
さ
せ
る
場
面
を

積
極
的
に
設
け
る
こ
と
で
、
前
節
で
述
べ
た
学
び
の

繋
が
り
を
構
想
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
造
形
美
術
の

形
式
的
側
面
と
内
容
的
側
面
の
相
補
的
関
係
を
共
通

性
原
理
と
し
て
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
基
礎

基
本
と
し
て
の
役
割
を
明
確
に
与
え
る
こ
と
で
「
造

形
美
術
の
通
底
性
」
を
措
定
し
、
こ
れ
を
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
主
軸
に
す
る
こ
と
で
、
生
徒
が
学
習
成
果
を

経
時
的
に
統
合
し
て
い
け
る
よ
う
に
位
置
づ
け
た
。

以
上
の
、
色
や
形
な
ど
を
共
通
性
原
理
に
組
み
込
ん

だ
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
、
年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
例

と
し
て
概
念
的
に
示
す
も
の
が
図
２
ａ
ｂ
ｃ
に
な

る
。

　

色
や
形
と
い
っ
た
感
覚
認
識
を
軸
と
し
て
美
術
科
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３
‐
３
学
習
論
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
相
対
化
と

　
　
　
〈
発
見
―
構
成
〉
学
習

　

教
授
と
学
習
を
取
り
巻
く
議
論
で
は
、
時
代
的
変

遷
に
よ
る
質
的
差
異
は
認
識
し
て
お
く
べ
き
も
の

の
、
人
間
中
心
的
教
育
と
学
問
中
心
的
教
育
に
対
応

す
る
二
項
対
立
的
な
捉
え
方
が
な
さ
れ
て
き
た
。
20

世
紀
末
か
ら
は
、
知
と
そ
の
獲
得
に
対
す
る
認
識
論

の
差
異
を
背
景
に
、
構
成
主
義
と
客
観
主
義
の
議
論

が
な
さ
れ
て
き
た
。
戦
後
の
造
形
美
術
教
育
の
一
般

的
思
潮
は
、
こ
れ
ら
の
前
者
を
そ
の
基
本
的
立
場
と

し
て
き
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
対
比
的
な
検
討
で
、
多
く
の
場
合
置
き
去
り
に

さ
れ
て
き
た
の
は
、
中
等
教
育
の
在
り
方
を
め
ぐ
る

精
緻
な
議
論
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で

は
上
記
の
二
項
対
立
で
は
解
決
し
え
な
い
、
子
ど
も

か
ら
大
人
へ
の
過
渡
期
に
あ
る
思
春
期
の
発
達
特
性

の
問
題
と
、
共
通
性
原
理
と
分
化
原
理
の
狭
間
に
あ

る
中
等
教
育
が
抱
え
る
課
題
が
あ
る
。
だ
が
、
当
然

な
が
ら
こ
の
対
比
的
な
認
識
論
の
間
に
は
い
く
つ
か

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
教
育
実
践
者
は
そ
れ

ぞ
れ
に
批
判
的
検
討
を
加
え
た
上
で
、
教
育
対
象
と

教
育
内
容
、
学
習
者
と
教
材
を
、
ど
の
よ
う
な
環
境
、

状
況
や
文
脈
の
中
で
出
会
わ
せ
繋
ぐ
の
か
と
い
う
教

育
方
法
を
開
発
し
、
場
面
に
応
じ
て
使
い
分
け
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

構
成
主
義
の
学
習
論
は
、
現
在
の
図
工
・
美
術
科

の
実
践
を
支
え
る
理
論
的
主
柱
と
な
っ
て
い
る
考
え

方
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
特
徴
は
、
学
習
者

は
外
的
に
確
立
さ
れ
た
知
識
や
技
能
を
受
動
的
に
習

得
す
る
と
い
う
客
観
主
義
的
立
場
を
批
判
し
、
モ
ノ

や
人
を
媒
介
と
す
る
能
動
的
な
相
互
啓
発
的
活
動
を

通
し
て
、
学
習
者
が
意
味
や
関
係
を
内
的
に
構
成
し

て
い
く
と
い
う
知
の
認
識
論
に
あ
る
。
こ
の
学
習
論

に
つ
い
て
は
、
主
体
の
絶
対
化
の
問
題
や
ア
カ
ウ
ン

タ
ビ
リ
テ
ィ
を
学
習
者
に
ま
で
求
め
う
る
な
ど
い
く

つ
か
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
系

譜
が
重
複
す
る
こ
と
か
ら
、
教
室
や
教
科
に
限
定
さ

れ
な
い
、
い
き
い
き
と
し
た
状
況
論
的
な
文
脈
を
生

み
出
す
超
教
科
統
合
ア
プ
ロ
ー
チ
と
組
み
合
わ
さ
れ

や
す
い
。

　

筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
思
潮
の
中
で
、「
教
師
に

よ
る
介
入
の
極
小
化
」
と
「
児
童
生
徒
の
主
体
的
学

習
活
動
の
保
障
」
の
表
層
的
結
び
つ
け
に
よ
る
誤
解

な
ど
か
ら
、
そ
の
研
究
に
お
い
て
構
成
主
義
的
な
学

習
を
児
童
生
徒
が
生
成
す
る
場
の
記
述
に
終
始
す
る

を
捉
え
る
意
義
と
し
て
、
教
科
内
統
合
の
観
点
か
ら

次
の
指
摘
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
造
形
美
術

活
動
を
通
底
し
た
美
的
経
験
が
も
つ
感
覚
モ
ダ
リ

テ
ィ
の
価
値
、
他
の
教
科
で
は
代
替
不
可
能
な
視
覚

と
触
覚
を
介
し
て
得
ら
れ
る
色
や
形
な
ど
に
よ
る
芸

術
体
験
の
質
的
固
有
性
へ
の
着
目
と
そ
の
組
織
化
で

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
感
情
や
イ
メ
ー
ジ
を
扱
っ
た
表

現
内
容
で
あ
っ
て
も
、
表
現
形
式
に
よ
っ
て
一
定
の

規
定
が
な
さ
れ
、
学
校
教
育
で
は
、
言
語
、
音
楽
、

造
形
と
い
っ
た
表
現
形
式
が
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る

教
科
の
成
立
基
盤
の
要
と
な
っ
て
い
る
。
教
科
内
統

合
ア
プ
ロ
ー
チ
に
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
与
え
る
上

で
、
造
形
美
術
の
形
式
的
側
面
と
内
容
的
側
面
を
取

り
巻
く
教
育
方
法
論
と
学
習
論
の
課
題
の
再
検
討
は

必
要
不
可
欠
と
な
る
。
次
に
、
学
習
論
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
を
相
対
化
し
つ
つ
、
造
形
美
術
の
形
式
的
側
面
と

内
容
的
側
面
を
統
合
す
る
学
習
論
を
示
す
。

に
と
ど
ま
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
授
業
を
教
師
が
ど
の

よ
う
に
実
現
す
る
の
か
と
い
う
教
育
方
法
論
的
意
識

が
曖
昧
化
あ
る
い
は
恣
意
的
に
無
効
化
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
が
あ
り
、
構
成
主
義
の

学
習
論
が
理
念
レ
ベ
ル
か
ら
実
践
レ
ベ
ル
へ
普
及
す

る
に
際
し
て
困
難
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

構
成
主
義
は
、「
い
ま
、
こ
こ
」
で
の
学
び
の
場
に

立
ち
会
っ
て
い
る
児
童
生
徒
た
ち
の
生
活
世
界
を
尊

重
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
相
互
に
学
び
を
紡
い
で
い
く
プ

ロ
セ
ス
の
状
況
構
成
的
側
面
に
焦
点
を
当
て
て
い

る
。
一
方
で
、
程
度
の
差
は
あ
る
が
、
教
師
に
よ
る

表
現
素
材
や
鑑
賞
作
品
な
ど
の
選
択
、
環
境
設
定
、

テ
ー
マ
や
問
い
の
投
げ
か
け
、
情
報
の
提
供
に
よ
っ

て
、
授
業
は
一
定
の
方
向
づ
け
や
限
定
が
な
さ
れ
て

い
る
予
定
調
和
的
側
面
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
両

者
が
教
授
―
学
習
場
面
を
形
成
し
て
い
る
。

　

筆
者
は
、
構
成
教
育
の
源
流
で
あ
る
イ
ッ
テ
ン
な

ど
の
教
育
論
を
も
と
に
、
対
照
性
と
類
似
性
を
基
軸

と
し
た
比
較
に
よ
る
鑑
賞
教
育
方
法
論
を
整
備
し
た

10)
。
そ
こ
で
は
造
形
美
術
の
形
式
的
側
面
と
内
容
的

側
面
を
明
確
に
か
つ
一
体
的
に
扱
い
、
同
時
に
授
業

過
程
に
予
定
調
和
的
側
面
と
状
況
構
成
的
側
面
の
双

方
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
具
体
的
な
作

品
の
比
較
鑑
賞
を
通
し
て
、
複
数
の
鑑
賞
対
象
の
造

形
上
の
特
徴
に
つ
い
て
発
見
的
認
識
へ
導
く
場
面

と
、
感
情
や
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
生
成
す
る
場
面
の
両

方
を
設
け
て
い
る
。
そ
の
際
、
音
楽
な
ど
の
造
形
以

外
に
関
わ
る
感
覚
情
報
や
、
創
作
物
語
と
そ
の
登
場

人
物
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
創
造
（
想
像
）
的
設
定
、

ミ
ニ
展
覧
会
の
テ
ー
マ
探
し
な
ど
の
か
た
ち
で
、
感

情
や
イ
メ
ー
ジ
を
誘
発
す
る
状
況
設
定
を
行
い
つ

つ
、
造
形
美
術
の
形
式
的
側
面
へ
の
焦
点
化
を
必
ず
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行
う
。

　

造
形
上
の
特
徴
の
発
見
的
認
識
は
教
師
に
よ
る
鑑

賞
教
材
の
的
確
な
選
択
と
対
照
性
と
類
似
性
に
関
わ

る
投
げ
か
け
か
ら
導
か
れ
る
予
定
調
和
的
側
面
で
あ

り
、
感
情
や
イ
メ
ー
ジ
の
想
起
生
成
は
そ
れ
ら
造
形

と
の
関
わ
り
の
中
で
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
履
歴

を
背
景
と
し
た
感
じ
方
に
よ
っ
て
導
い
て
い
く
状
況

構
成
的
側
面
で
あ
る
。
学
習
過
程
で
は
、
直
感
的
思

考
に
よ
っ
て
鑑
賞
対
象
と
の
感
覚
を
介
し
た
関
わ
り

と
関
連
す
る
学
習
者
の
個
人
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
模
索

な
ど
か
ら
情
報
集
め
を
行
い
、
分
析
的
思
考
に
よ
り

そ
れ
ら
を
造
形
的
特
徴
の
認
識
と
感
情
や
イ
メ
ー
ジ

に
整
理
し
つ
つ
、
統
合
し
な
が
ら
鑑
賞
対
象
へ
の
意

味
づ
け
を
行
う
。
こ
れ
に
は
、
発
見
学
習
と
構
成
主

義
学
習
を
合
わ
せ
た
〈
発
見
―
構
成
〉
学
習
と
し
て

の
性
質
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
独
立
学
習
と
し
て

教
師
に
よ
っ
て
切
り
離
さ
れ
た
色
や
形
な
ど
の
エ
ッ

セ
ン
ス
を
生
徒
に
提
示
す
る
の
で
は
な
く
、
具
体
的

な
作
品
を
扱
っ
た
文
脈
や
状
況
か
ら
生
徒
が
色
や
形

な
ど
の
エ
ッ
セ
ン
ス
へ
と
焦
点
化
し
て
い
く
学
習
プ

ロ
セ
ス
を
保
障
す
る
こ
と
が
、
造
形
美
術
の
形
式
的

側
面
と
内
容
的
側
面
、
授
業
に
お
け
る
予
定
調
和
的

側
面
と
状
況
構
成
的
側
面
の
双
方
を
一
体
的
に
組
み

こ
ん
だ
授
業
を
成
立
さ
せ
る
と
考
え
る
。
無
論
、
こ

れ
は
他
の
鑑
賞
教
育
方
法
や
作
品
の
制
作
活
動
に
お

い
て
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
比
較
鑑
賞
に
は

対
象
の
造
形
的
特
徴
の
発
見
的
認
識
を
そ
れ
ぞ
れ
の

生
徒
に
保
障
し
、
さ
ら
に
造
形
的
特
徴
を
対
照
性
や

類
似
性
の
観
点
で
相
対
化
さ
せ
整
理
し
な
が
ら
学
習

で
き
る
点
で
効
果
的
で
あ
る
。

４ 

教
科
内
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
勤
務
校
で
の
実
践
と
そ
の

検
証

４
‐
１
中
学
校
３
年
間
の
美
術
科

　
　
　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
方
針
と
概
要

　

思
春
期
頃
か
ら
造
形
美
術
の
自
然
発
生
的
な
成
長

に
停
滞
が
生
じ
る
こ
と
は
多
く
の
研
究
で
指
摘
さ
れ

て
き
た
。
ま
た
近
年
、
児
童
期
と
青
年
期
の
一
般
的

発
達
特
性
に
つ
い
て
、
時
間
的
展
望
に
関
す
る
研
究

が
な
さ
れ
て
い
る
11)
。
児
童
期
で
は
、
過
去
や
現
在

の
自
己
受
容
的
態
度
、
刹
那
的
現
在
重
視
的
態
度
が

特
徴
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。「
い
ま
、
こ
こ
」
を

大
切
に
し
た
教
育
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
、
青
年
期
で
は
、
現
在

の
充
実
と
自
己
の
発
展
性
を
の
ぞ
む
能
動
的
態
度
が

形
成
さ
れ
、
自
己
成
長
や
目
的
達
成
を
含
む
未
来
志

向
的
な
態
度
が
特
徴
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
学
び

の
価
値
や
意
味
を
問
い
は
じ
め
、
自
身
と
世
界
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
内
的
な
葛
藤
を
抱
え
る
思
春
期
と

照
ら
し
て
理
解
す
る
事
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
中
学
校
で
は
、
過
去
の
学
び
が
現
在
に

活
き
、
現
在
の
学
び
が
未
来
に
活
き
る
、
３
ヶ
年
を

見
据
え
た
造
形
美
術
教
育
の
積
極
的
な
働
き
か
け
が

必
要
で
あ
ろ
う
。

　

学
習
場
面
に
は
、
限
定
の
幅
の
広
狭
に
よ
っ
て
学

び
を
広
げ
る
活
動
を
ね
ら
っ
た
拡
張
的
局
面
と
、
学

び
を
深
め
る
活
動
を
ね
ら
っ
た
集
束
的
局
面
が
あ
ろ

う
。
比
較
鑑
賞
教
育
方
法
論
は
集
束
的
局
面
に
相
当

し
、
美
術
科
の
教
科
内
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
要
と

し
て
機
能
す
る
よ
う
に
位
置
づ
け
る
。

　

題
材
編
成
で
は
、
生
徒
の
直
感
に
基
づ
く
素
朴
概

念
を
も
と
に
し
た
主
題
や
課
題
へ
の
接
近
を
最
初
の

プ
ロ
セ
ス
に
位
置
づ
け
た
。
そ
し
て
、
生
徒
の
表
現

作
品
や
教
師
の
選
定
作
品
を
比
較
鑑
賞
す
る
こ
と

で
、
造
形
的
認
識
や
感
情
イ
メ
ー
ジ
を
整
理
し
て
捉

え
ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
な
が
ら
、
後
に
他
者
と
の

相
互
交
流
を
行
う
こ
と
で
、
拡
張
的
局
面
と
の
接
続

を
配
慮
し
た
。
生
徒
が
発
見
し
た
造
形
的
特
徴
に
つ

い
て
、
言
語
化
を
介
し
た
他
者
と
の
交
流
で
そ
の
意

味
す
る
も
の
が
類
似
し
て
い
れ
ば
、
色
や
形
な
ど
が

自
他
で
共
有
可
能
な
感
情
や
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
生
成

し
う
る
と
い
う
、
造
形
言
語
と
し
て
の
働
き
を
経
験

的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
意
味
す
る
も
の

が
違
っ
て
い
て
も
、
そ
の
理
由
を
互
い
に
共
有
し
検

討
す
る
こ
と
で
、
造
形
美
術
に
対
す
る
多
義
的
解
釈

可
能
性
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

３
ヶ
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
で
は
、
造
形
原
理

に
則
っ
て
、
対
照
性
と
類
似
性
に
よ
っ
て
単
純
に
捉

え
や
す
い
造
形
的
特
徴
を
扱
っ
た
題
材
か
ら
、
複
雑

で
詳
細
な
も
の
を
扱
っ
た
題
材
へ
と
段
階
的
な
関
係

性
連
続
性
を
保
障
し
つ
つ
、
各
学
習
に
お
い
て
既
習

内
容
の
想
起
に
よ
り
生
徒
が
統
合
的
に
関
連
付
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
12)
。
無
論
、
こ
れ
は
上
記
の
比
較

鑑
賞
を
軸
に
行
う
集
束
的
局
面
で
あ
り
、
短
時
間
で

行
い
、
拡
張
的
局
面
に
お
い
て
時
間
を
十
分
に
確
保

す
る
の
が
効
果
的
だ
と
考
え
る
。
そ
し
て
こ
の
集
束

的
局
面
は
、
形
式
的
側
面
の
み
を
抽
出
し
て
色
彩
論

や
形
体
論
を
知
識
教
授
型
で
扱
っ
た
固
定
的
集
束
で

は
な
く
、造
形
美
術
の
形
式
的
側
面
と
内
容
的
側
面
、

授
業
に
お
け
る
予
定
調
和
的
側
面
と
状
況
構
成
的
側

面
を
組
み
込
ん
だ
弾
力
的
集
束
で
あ
る
。そ
こ
で
は
、

表
現
素
材
や
鑑
賞
作
品
の
選
定
、
状
況
や
文
脈
の
設
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定
、
教
師
か
ら
の
問
い
か
け
に
よ
っ
て
、
生
徒
が
発

見
を
通
し
て
色
や
形
な
ど
の
造
形
的
特
徴
に
つ
い
て

認
識
し
、
自
身
の
既
有
経
験
な
ど
を
も
と
に
そ
こ
へ

感
情
や
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
生
成
で
き
る
よ
う
に
導
く

必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
方
針
の
も
と
、
平
成
20
年
度
入
学
生
を

対
象
に
行
っ
て
き
た
３
ヶ
年
13)　

の
実
践
の
お
お
よ

そ
の
具
体
的
概
要
を
示
す
の
が
図
３
で
あ
る
。
中
学

校
３
ヶ
年
の
う
ち
、
１
・
２
年
生
は
音
楽
や
物
語
な

４
‐
２
中
学
校
３
ヶ
年
の
教
科
内
統
合

　
　
　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
証

　

検
証
に
あ
た
っ
て
は
、
先
に
示
し
た
平
成
20
年

度
入
学
の
生
徒
を
対
象
と
し
、
質
問
紙
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
を
も
と
に
し
た
心
理
統
計
を
行
っ
た
。
そ
こ

で
、
美
術
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
前
後
で
の
変
化
の
検

討
を
目
的
と
す
る
１
年
生
入
学
後
と
３
年
生
卒
業
前

の
比
較
分
析
と
、
変
化
の
内
容
の
検
討
を
目
的
と
す

ど
も
取
り
入
れ
て
感
情
や
イ
メ
ー
ジ
の
想
起
生
成
に

配
慮
し
つ
つ
も
、
教
科
内
統
合
ア
プ
ロ
ー
チ
を
主
軸

と
し
て
編
成
し
た
。
２
・
３
年
生
で
は
、
自
然
、
地

域
社
会
と
の
関
わ
り
や
文
化
的
な
内
容
を
扱
い
、
超

教
科
統
合
ア
プ
ロ
ー
チ
を
加
え
て
作
家
や
美
術
館
と

の
連
携
な
ど
を
発
展
的
に
組
み
込
ん
だ
。
１
年
生
か

ら
３
年
生
に
か
け
て
の
３
ヶ
年
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
の

造
形
美
術
の
通
底
性
の
位
置
づ
け
は
図
４
の
よ
う
に

な
る
。
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４
‐
２
‐
１

　

 

検
証
１ 

中
学
校
美
術
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
前
後
の

　
　
　
　

比
較
検
討

　

比
較
分
析
で
は
、
図
工
・
美
術
の
学
習
は
「
楽
し

い
」、「
価
値
が
あ
る
」
の
質
問
項
目
を
設
け
（
５
件

法
）、
１
年
生
４
月
時
点
と
３
年
生
２
月
時
点
に
調

査
を
行
っ
た
。
二
つ
の
項
目
は
、
時
間
的
展
望
に
関

る
３
年
生
卒
業
前
の
因
子
分
析
の
２
段
階
で
、
計
３

回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
分
析
に
あ
た
っ
て

は
１
８
０
名
分
の
回
答
を
用
い
、
転
校
編
入
で
３
ヶ

年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
経
て
い
な
い
生
徒
な
ど
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
時
に
１
回
以
上
不
在
の
生
徒
、
欠
損
値

を
含
ん
だ
生
徒
の
デ
ー
タ
は
除
外
し
た
。

す
る
発
達
研
究
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
楽
し
さ
」

を
特
徴
と
す
る
児
童
期
ま
で
の
学
習
と
、「
価
値
」

を
問
う
思
春
期
に
お
け
る
変
容
を
捉
え
る
た
め
設
定

し
た
。
ｔ
検
定
を
行
っ
た
結
果
は
表
１
に
な
る
。
学

習
に
対
す
る
意
識
と
し
て
「
楽
し
い
」
と
「
価
値
が

あ
る
」
の
両
方
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
前
後
で
有
意

に
上
昇
し
て
い
る
。

　

次
に
、「
楽
し
い
」
と
「
価
値
が
あ
る
」
と
い
う
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４
‐
２
‐
２

　

検
証
２ 

中
学
校
美
術
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
経
た

　
　
　
　

 

生
徒
の
造
形
美
術
へ
の
意
識
の
検
討

　

次
に
、
中
学
校
美
術
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
経
て
、

生
徒
が
造
形
美
術
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
意
識
内
容

を
抱
い
て
い
る
の
か
を
検
討
す
べ
く
美
術
科
の
学
習

に
つ
い
て
、
教
科
、
学
習
者
、
社
会
、
文
化
、
他
教

科
な
ど
の
観
点
を
含
む
60
項
目
の
質
問
紙（
７
件
法
）

を
作
成
し
、
３
年
生
３
月
時
点
で
調
査
を
行
っ
た

（
表
２
）。
そ
の
結
果
、
天
井
効
果
と
フ
ロ
ア
効
果
の

生
じ
た
６
項
目
を
除
き
、
54
項
目
で
因
子
分
析
（
主

因
子
法
、
バ
リ
マ
ッ
ク
ス
回
転
）
を
行
っ
た
。
い
く

つ
か
の
因
子
構
造
を
想
定
し
て
比
較
検
討
し
、
解
釈

が
し
や
す
い
こ
と
か
ら
６
因
子
を
抽
出
し
た
。
さ
ら

に
い
ず
れ
の
因
子
に
も
高
い
負
荷
量
を
も
た
ず
、
複

数
の
因
子
に
同
程
度
負
荷
し
て
い
た
23
項
目
を
削
除

し
、
再
度
因
子
分
析
（
主
因
子
法
、
バ
リ
マ
ッ
ク
ス

回
転
）
を
行
っ
た
。
い
ず
れ
の
因
子
も
、
信
頼
性
を

示
す
ク
ロ
ン
バ
ッ
ハ
の
α
係
数
は
.80
以
上
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
も
と
に
、
６
因
子
へ
の
命
名

と
α
係
数
を
付
し
た
因
子
分
析
結
果
が
表
３
に
な

る
。

　

こ
の
因
子
の
中
で
、「
描
か
れ
た
も
の
か
ら
イ
メ
ー

ジ
を
読
み
取
る
に
は
、
造
形
的
性
質
を
理
解
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。」、「
生
活
に
必
要
な
使
う
も
の

を
作
る
の
に
、
造
形
的
特
性
は
活
用
し
な
く
て
よ

い
。（
逆
転
項
目
）」
な
ど
、
造
形
性
を
前
提
と
し
イ

学
習
意
識
間
の
関
係
を
捉
え
る
た
め
、
多
重
比
較

（T
ukey

法
）
に
よ
る
分
析
を
行
っ
た
。
結
果
、
１

年
４
月
時
点
で
の
「
楽
―
価
値
」
間
に
は
有
意

差
が
あ
り
（p < 0.001

）、
３
年
２
月
時
点
で
の

「
楽
―
価
値
」
間
に
は
有
意
差
が
な
か
っ
た
（p = 

0.864
）。
ま
た
、「
楽
し
い
」
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

前
後
で
有
意
差
は
な
く
（p = 0.103

）、「
価
値
が

あ
る
」
は
前
後
で
有
意
差
が
あ
っ
た
（p < 0.001

）。

総
じ
て
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
経
る
こ
と
で
、「
楽
し
い
」

と
同
水
準
ま
で
「
価
値
が
あ
る
」
に
対
す
る
意
識
が

上
昇
し
て
い
た
と
捉
え
ら
れ
る
。
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５
研
究
の
総
括
と
今
後
の
課
題

　

本
研
究
で
は
、
教
育
改
革
を
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

４
‐
３
教
科
内
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

　
　
　

実
践
検
証
の
総
括

　

造
形
美
術
活
動
に
つ
い
て
児
童
期
に
育
ん
で
き
た

「
楽
し
い
」
と
い
う
意
識
に
加
え
、
時
間
展
望
的
な

意
識
の
芽
生
え
か
ら
学
び
の
「
価
値
」
を
問
う
中
学

生
の
発
達
特
性
に
、
教
科
内
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

一
定
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

造
形
性
に
対
す
る
意
識
が
、
造
形
美
術
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
未
来
志
向
性
な
ど
へ
影
響
を

与
え
て
お
り
、
色
や
形
な
ど
の
学
び
が
教
科
の
要
と

メ
ー
ジ
や
生
活
上
の
機
能
性
を
対
応
さ
せ
て
美
術
の

学
習
を
捉
え
る
趣
旨
の
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
る
因
子

を
「
造
形
美
術
の
通
底
性
」
因
子
と
し
た
。
こ
れ
は
、

筆
者
に
よ
る
教
科
内
統
合
ア
プ
ロ
ー
チ
の
反
映
と
し

て
抽
出
さ
れ
た
因
子
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。

　

次
に
、「
造
形
美
術
の
通
底
性
」
因
子
と
他
の
因

子
の
関
係
を
検
討
す
べ
く
、
共
分
散
構
造
分
析
を

行
っ
た
。
そ
こ
で
、
特
に
通
底
性
が
他
の
学
習
意
識

に
対
し
て
基
盤
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
を
分

析
す
べ
く
、
同
因
子
か
ら
他
の
因
子
へ
パ
ス
を
引
い

た
逐
次
モ
デ
ル
を
想
定
し
た
。
そ
の
結
果
が
図
５
に

な
る
。
今
回
の
分
析
に
お
け
る
適
合
度
指
数
は
.80

に
は
や
や
届
か
な
か
っ
た
も
の
の
（GFI

：.779 　
A

GFI

：.745

）、
パ
ス
係
数
は
い
ず
れ
も
高
い
数
値

を
示
し
、
決
定
係
数
を
示
す
R2
値
は
い
ず
れ
も
.30
以

上
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
モ
デ
ル
は
一
定

の
説
明
力
を
有
し
て
い
る
と
判
断
で
き
、「
造
形
美

術
の
通
底
性
」
が
他
の
美
術
科
の
学
習
意
識
を
形
成

す
る
上
で
も
中
核
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
た
。

な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ

こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
造
形
性
そ
の
も
の
の
構
造

を
前
面
に
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
背
景
に
配
置
し
、
感
情
や
イ
メ
ー
ジ
と

一
体
の
も
の
と
し
て
弾
力
的
に
扱
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
教
科
内
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
学
校

に
お
け
る
造
形
美
術
教
育
が
担
う
固
有
の
意
義
を
明

示
す
る
上
で
も
、
必
要
不
可
欠
な
視
点
に
な
る
と
考

え
る
。
最
後
に
、「
私
と
美
術
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

生
徒
た
ち
が
卒
業
前
に
寄
せ
た
文
章
の
一
部
を
紹
介

し
て
お
こ
う
（
表
４
）。

の
観
点
か
ら
考
察
し
、超
教
科
統
合
だ
け
で
は
な
く
、

教
科
内
統
合
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
明
確
に
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
編
成
の
中
に
組
み
込
む
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
そ

の
な
か
で
構
成
の
持
つ
形
式
的
側
面
と
内
容
的
側
面

の
課
題
や
、
学
習
論
の
相
対
化
と
授
業
の
予
定
調
和

側
面
と
状
況
構
成
的
側
面
を
検
討
し
た
。
そ
し
て
比

較
鑑
賞
教
育
の
〈
発
見
―
構
成
〉
学
習
と
し
て
の
提

案
と
、
そ
れ
を
授
業
の
集
束
的
局
面
に
て
組
み
込
ん

だ
勤
務
校
に
お
け
る
３
ヶ
年
の
実
践
に
つ
い
て
量
的

検
証
を
行
い
、
教
科
内
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
意
義

を
示
し
た
。

　

今
後
の
課
題
を
、
２
点
挙
げ
た
い
。
ま
ず
、
教
科

内
統
合
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、
授
業
レ
ベ
ル
で
の

精
緻
な
考
察
で
あ
る
。
色
や
形
な
ど
の
造
形
的
特
徴

の
認
識
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
者
の
生
活
履
歴
な
ど

か
ら
導
か
れ
る
感
情
や
イ
メ
ー
ジ
が
、
ど
の
よ
う
に

統
合
さ
れ
て
い
く
の
か
、
授
業
に
お
け
る
予
定
調
和

的
側
面
と
状
況
構
成
的
側
面
か
ら
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
次
に
、
超
教
科
統
合
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
多
重

的
統
合
で
あ
る
。
筆
者
の
実
践
で
は
、
作
家
や
美
術

館
と
の
学
校
外
連
携
に
加
え
、
理
科
や
国
語
を
は
じ

め
と
す
る
他
教
科
の
光
や
象
徴
性
な
ど
の
関
連
学
習

に
つ
い
て
の
想
起
や
授
業
時
期
の
調
整
な
ど
を
試
行

的
に
取
り
入
れ
、
因
子
分
析
で
「
他
教
科
と
の
関
連

性
」
因
子
が
抽
出
さ
れ
た
。
超
教
科
統
合
ア
プ
ロ
ー

チ
に
つ
い
て
も
学
校
内
連
携
と
学
校
外
連
携
に
区
分

し
、
教
科
内
統
合
の
実
践
と
の
関
わ
り
か
ら
、
各
連

携
の
在
り
方
と
そ
の
目
的
を
、
生
徒
の
資
質
・
能
力

の
育
成
の
面
で
明
確
化
し
た
上
で
実
践
研
究
を
行
う

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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注

1) 
こ
れ
ま
で
の
改
訂
に
お
け
る
学
習
指
導
要
領
を

参
照
。

2) 

藤
田
英
典
「
教
育
の
公
共
性
と
共
同
性
」（
森
田

尚
人
他
編
）『
教
育
学
年
報 

２ 

学
校
＝
規
範
と
文

化
』
世
織
書
房
、1993
。 

3) 

学
問
中
心
的
教
育
を
指
向
し
た
改
革
で
分
化
原

理
が
機
能
し
た
例
と
し
て
は
、
教
科
レ
ベ
ル
で
は
昭

和
33
年
改
訂
で
中
学
校
図
画
工
作
が
美
術
科
と
技
術

科
に
分
化
し
た
こ
と
、
教
科
内
レ
ベ
ル
で
は
昭
和
44

年
改
訂
で
表
現
と
鑑
賞
の
２
領
域
が
絵
画
、
彫
塑
、

デ
ザ
イ
ン
、
工
芸
、
鑑
賞
の
５
領
域
に
分
化
し
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

4) 

佐
藤
学
『
学
び
か
ら
逃
走
す
る
子
ど
も
た
ち
』

岩
波
書
店
、2000

。

5) 

詳
述
は
避
け
る
が
、
教
育
施
策
と
し
て
は
臨
時

教
育
審
議
会
（1984-1987

）、
生
涯
学
習
審
議
会

（1996

）
に
お
い
て
基
礎
が
築
か
れ
、
２
０
０
０
年

前
後
か
ら
文
化
庁
の
芸
術
拠
点
形
成
事
業
（2002-

）

の
教
育
普
及
分
野
な
ど
を
は
じ
め
美
術
館
か
ら
学
校

へ
の
美
術
教
育
上
の
関
与
、参
入
が
影
響
力
を
強
め
、

教
育
基
本
法
改
正
に
伴
う
社
会
教
育
関
連
三
法
一
部

改
正
（2008

）
に
お
い
て
そ
れ
が
定
式
化
さ
れ
た
。

6) 

例
え
ば
、
融
合
型
は
非
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
の
表

現
可
能
性
と
伝
達
可
能
性
を
一
体
的
に
扱
っ
た
心
象

系
と
適
応
系
の
複
合
題
材
、
広
域
型
は
総
合
造
形
的

な
題
材
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。
コ
ア
型
の

例
と
し
て
は
、
15
歳
の
自
分
と
い
う
テ
ー
マ
を
核
と

し
て
、
生
徒
が
主
題
に
応
じ
て
様
々
な
既
習
内
容
を

総
動
員
し
、
そ
れ
ら
を
多
様
な
材
料
を
駆
使
し
つ
つ

再
構
成
し
な
が
ら
独
自
の
表
現
を
模
索
す
る
、
卒
業

制
作
と
し
て
比
較
的
取
り
組
ま
れ
て
い
る
実
践
が
そ

れ
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。

7) 

拙
稿
「
中
学
校
学
習
指
導
要
領
美
術
料
に
お
け

る
色
や
形
な
ど
の
基
礎
的
学
習
に
関
す
る
考
察
」『
教

育
実
践
学
論
集
』

（12）
、兵
庫
教
育
大
学
連
合
大
学
院
、

2011

。

8) 

戦
前
の
構
成
教
育
の
影
響
下
で
、「
色
や
形
な
ど

の
基
礎
練
習
」
が
独
立
領
域
と
し
て
設
置
さ
れ
た
背

景
と
し
て
、少
な
く
と
も
次
の
三
点
が
指
摘
で
き
る
。

ま
ず
、
経
験
主
義
か
ら
系
統
主
義
を
指
向
し
た
改
訂

で
分
化
原
理
が
強
力
に
働
い
て
き
た
こ
と
。そ
し
て
、

そ
れ
を
支
え
る
構
成
学
や
構
成
専
攻
の
整
備
が
東
京

教
育
大
学
を
中
心
に
高
等
教
育
で
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
。
加
え
て
、
民
間
美
術
教
育
団
体
の
主
張
が
折
衷

案
的
に
、
し
か
し
各
領
域
の
規
定
に
対
応
す
る
か
た

ち
で
反
映
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

9) 
独
立
し
た
構
成
学
習
に
は
、
活
動
の
導
入
段
階

か
ら
生
徒
の
既
有
経
験
に
限
定
さ
れ
た
感
情
や
イ

メ
ー
ジ
の
想
起
に
と
ら
わ
れ
ず
、
造
形
操
作
を
行
い

材
料
の
も
つ
色
や
形
な
ど
の
特
性
を
発
見
的
に
学
ば

せ
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
意
味
を
生
成
さ
せ
て
い
く
と

い
っ
た
、
一
定
の
積
極
的
な
意
味
も
あ
っ
た
。
だ

が
、
構
成
そ
の
も
の
に
対
す
る
誤
解
や
生
徒
の
具
体

的
な
学
習
プ
ロ
セ
ス
を
想
定
し
た
教
育
方
法
論
、
学

習
論
の
未
整
備
に
よ
っ
て
、
色
彩
論
や
形
態
論
な
ど

を
扱
っ
た
知
識
教
授
型
授
業
や
画
一
的
パ
タ
ー
ン
の

平
面
構
成
の
指
導
が
生
じ
る
な
ど
の
弊
害
も
生
ん
で

き
た
。
そ
の
後
、
昭
和
44
年
の
改
訂
で
デ
ザ
イ
ン
内

の
一
項
目
と
し
て
矮
小
化
し
、
平
成
10
年
の
改
訂
で

は
デ
ザ
イ
ン
が
工
芸
と
と
も
に
適
応
系
の
項
目
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
感
情
や
イ
メ
ー
ジ
と

一
体
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

10) 

拙
稿
「
対
照
性
と
類
似
性
を
基
軸
と
し
た
比
較

に
よ
る
鑑
賞
教
育
方
法
論
」『
美
術
教
育
学
』

（31）
、

美
術
科
教
育
学
会
、2010

。

11) 

日
潟
淳
子
・
齋
藤
誠
一
「
青
年
期
に
お
け
る
時

間
的
展
望
と
出
来
事
想
起
お
よ
び
精
神
的
健
康
と
の

関
連
」（『
発
達
心
理
学
研
究
』2007

）、
海
老
根
理

恵
「
青
年
期
に
お
け
る
人
生
に
対
す
る
積
極
的
態
度

に
関
す
る
研
究
」（『
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究

科
紀
要
』2010

）
な
ど
。

12) 

色
彩
を
例
に
す
る
と
、色
相
の
学
習
で
は
ビ
ビ
ッ

ド
ト
ー
ン
を
、
明
度
の
学
習
で
は
白
―
灰
―
黒
の
無

彩
色
を
基
本
と
し
、
彩
度
と
色
調
の
学
習
で
は
色
相

の
そ
れ
ぞ
れ
の
色
み
に
白
―
灰
―
黒
を
混
ぜ
る
度
合

い
と
し
て
三
つ
の
ま
と
ま
り
で
捉
え
、
段
階
的
に

扱
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
色
相
（
１
年
）、
明

度
（
２
年
春
）、
彩
度
・
色
調
（
２
年
夏
）
の
順
で

扱
い
、
そ
れ
ぞ
れ
味
（
甘
い
、
し
ょ
っ
ぱ
い
な
ど
）

や
感
情
、
光
に
よ
る
雰
囲
気
の
演
出
（
や
さ
し
い
、

き
び
し
い
光
な
ど
）、音
楽
の
イ
メ
ー
ジ（
元
気
な
曲
、

悲
し
い
曲
な
ど
）
と
い
っ
た
内
容
的
側
面
を
一
体
的

に
扱
い
、
そ
れ
ぞ
れ
を
焦
点
化
し
な
が
ら
既
習
内
容

と
関
連
づ
け
て
整
理
し
て
い
っ
た
。
こ
の
時
、
集
束

的
局
面
で
は
上
記
の
よ
う
に
色
の
整
理
を
全
体
指
導

で
行
っ
た
が
、
拡
散
的
局
面
に
て
、
例
え
ば
１
年
時

の
味
や
感
情
の
表
現
で
色
相
の
み
で
な
く
明
度
や
彩

度
、
色
調
に
注
意
を
払
っ
て
制
作
し
て
い
る
生
徒
に

関
し
て
は
、
個
別
指
導
で
対
応
し
て
こ
ち
ら
か
ら
表

現
上
の
制
限
は
し
な
か
っ
た
。

13) 
２
・
３
学
年
時
は
筆
者
が
、
１
学
年
時
は
当
時
の

同
僚
辻
教
諭
が
担
当
し
た
が
、
研
究
課
題
や
方
法
論

の
共
有
を
行
っ
て
い
た
。


